
耐摩耗トングレール

　新幹線・在来線を問わず、分岐線側の通過車両が多いポイント部ではトングレール
の摩耗が著しく、交換周期が短くなっています。
　そこで、保守コスト削減の観点から、レール素材、断面形状及び熱処理条件を変更
して耐摩耗性能を向上させたトングレール「耐摩耗トングレール」が公益財団法人
鉄道総合技術研究所（以下鉄道総研）により開発されています。

レール素材及び熱処理条件の変更

●   熱処理特性を考慮して、従来の HC 材から HH340素材に変更しています。

●   表層部は耐摩耗性能を向上させるために硬さを高め、内部は靱性を確保するため
に硬さを抑えています。

●   熱影響部（熱処理による加熱領域と加熱の影響を受けなかった領域の境界）は、
レール断面形状が複雑に変化する部分を避けて、上首部よりやや下側の腹部に
位置するように調整しました。
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耐摩耗トングレールの効果

●   鉄道総研による現地試験において、交換周期が1.5～2倍に延伸するとの結果が得られています。

参考文献：RRR　Vol.71　No.2　2014.2　「トングレールの耐摩耗性を向上する」
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耐摩耗トングレールでの
追加削成部分

トングレール先端形状の改良

●   フローの抑制及び車輪との接触面の圧力を
低下させるため、トングレール先端付近の
ゲージコーナー側を、軌間線位置（基本レール
頭頂面より14mm下方の位置）から上方部分
が車輪フランジ角と同じ角度となるように
断面形状を改良しています。


